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同
社
は
２
０
１
９
年
４
月

に
Ｅ
Ｓ
Ｇ
戦
略
「
Ｋ
ｉ
ｒ
ｅ

ｉ 
Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
」（
キ
レ
イ
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
プ
ラ
ン
）
を
策
定

し
、
19
の
重
点
取
り
組
み
テ

ー
マ
を
設
定
し
た
。こ
の「
脱

炭
素
」
目
標
の
達
成
に
向
け

て
設
定
し
た
中
長
期
目
標

は
、
国
際
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
で
あ
る
Ｓ
Ｂ
Ｔ
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ（
Ｓ
Ｂ
Ｔ
ｉ
）か
ら「
１
・

５
℃
目
標
」
の
認
証
を
取
得

し
て
お
り
、
事
業
の
使
用
電

力
を
１
０
０
％
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
こ
と
を
目

指
す
国
際
的
な
イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
「
Ｒ
Ｅ
１
０
０
」
に
も
加

盟
し
て
い
る
。
２
０
２
１
年

は
実
績
の
１
つ
と
し
て
、
国

内
の
全
て
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
拠
点
（
55
カ
所
）
等
で
使

用
電
力
１
０
０
％
再
生
エ
ネ

ル
ギ
ー
化
を
達
成
し
た
。

　

２
０
２
１
年
は
、
従
来
の

非
化
石
証
書
の
活
用
に
加

え
、
購
入
電
力
で
は
新
た
に

採
用
し
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
Ｐ

Ｐ
Ａ
の
本
社
で
の
活
用
、
使

用
電
力
で
は
グ
ル
ー
プ
最
大

の
自
家
消
費
用
太
陽
光
発
電

設
備
の
酒
田
工
場
へ
の
導
入

（
パ
ネ
ル
発
電
容
量
合
計
２

８
４
５
kW
）
な
ど
、
電
力
の

再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
進
め

た
。
ま
た
、
国
内
の
全
て
の

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
拠
点
（
55

カ
所
）、
す
み
だ
事
業
場
、

酒
田
工
場
に
て
、
使
用
電
力

の
１
０
０
％
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
化
も
実
現
し
て
い
る
。

　

２
０
２
２
年
は
、
昨
年
設

定
額
を
引
き
上
げ
た
社
内
炭

素
価
格
制
度
を
、
従
来
の
日

本
に
加
え
グ
ロ
ー
バ
ル
で
採

用
す
る
こ
と
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
少
な
い
設
備
や
自
家

消
費
用
太
陽
光
発
電
設
備
の

導
入
を
進
め
な
が
ら
、
引
き

続
き
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
を
加
速
し
て
い
く
。

る
工
場
は
、
尤
妮
佳
生
活
用

品
（
天
津
）
有
限
公
司
の
天

津
工
場
と
、
尤
妮
佳
生
活
用

品
（
江
蘇
）
有
限
公
司
の
江

蘇
工
場
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
天
津
工
場
、
江
蘇
工

場
の
再
生
可
能
電
力
の
導
入

は
、
海
外
に
お
い
て
は
、
ブ

ラ
ジ
ル
、タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
、

ア
メ
リ
カ
に
続
い
て
５
例
目

と
な
る
。
な
お
、
日
本
国
内

で
は
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
の
伊

丹
工
場
、
埼
玉
工
場
、
三
重

工
場
、
ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
プ

ロ
ダ
ク
ツ
の
九
州
工
場
、
四

国
工
場
、
ペ
パ
ー
レ
ッ
ト
の

静
岡
県
内
３
工
場
で
導
入
が

済
ん
で
い
る
。
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
に
よ
り
、
ユ
ニ
・

チ
ャ
ー
ム
グ
ル
ー
プ
の
工
場

か
ら
排
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭

素
は
年
間
約
３
万
７
０
０
０

ｔ
ｏ
ｎ
―
Ｃ
Ｏ
２

が
削
減
で

き
る
見
込
み
だ
。

事
業
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ケ
ア

事
業
の
ほ
と
ん
ど
の
製
品
に

お
い
て
、
化
石
炭
素
由
来
原

料
の
再
生
可
能
な
原
料
へ
の

切
り
替
え
に
取
り
組
む
。

　

こ
の
協
力
に
よ
り
、
材
料

と
し
て
使
用
さ
れ
る
年
間
約

11
万
ト
ン
の
化
石
由
来
原
料

は
、
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
認
証
バ
イ

オ
マ
ス
バ
ラ
ン
ス
・
ア
プ
ロ

ー
チ
を
用
い
た
再
生
可
能
な

原
料
で
代
替
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
。

　

そ
の
結
果
、
ヘ
ン
ケ
ル
の

主
力
ブ
ラ
ン
ド
で
あ
る
「
Ｐ

ｅ
ｒ
ｓ
ｉ
ｌ
」（
パ
ー
シ
ル
）、

「
Ｐ
ｒ
ｉ
ｌ
」（
プ
リ
ル
）、

「
Ｆ
ａ
」（
フ
ァ
）、「
Ｓ
ｃ
ｈ

ａ
ｕ
ｍ
ａ
」（
シ
ャ
ウ
マ
）は
、

合
計
で
約
20
万
ト
ン
の
二
酸

化
炭
素
排
出
を
削
減
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
と
ヘ

ン
ケ
ル
は
、
２
０

２
１
年
に
ヘ
ン
ケ

ル
の
洗
浄
・
洗
剤

ブ
ラ
ン
ド
「
Ｌ
ｏ

ｖ
ｅ 

Ｎ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ
」（
ラ

ブ
・
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
の
原
料

を
再
生
可
能
な
原
料
へ
置
き

換
え
る
試
験
運
用
を
成
功
さ

せ
た
こ
と
を
受
け
、
今
後
４

年
間
で
、
ヘ
ン
ケ
ル
の
欧
州

ラ
ン
ド
リ
ー
＆
ホ
ー
ム
ケ
ア

　

先
日
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
「
ギ
タ
ー
ソ
ロ
飛

ば
す
問
題
」
と
い
う
文
章

を
目
に
し
た
。
具
体
的
に

調
べ
る
と
、
音
楽
を
聴
い

て
い
て
ギ
タ
ー
だ
け
が
鳴

っ
て
い
る
箇
所
や
イ
ン
ト

ロ
と
い
わ
れ
る
前
奏
部
分

な
ど
の
歌
唱
部
以
外
を
ス

キ
ッ
プ
す
る
若
者
が
増
え

て
い
る
と
い
う
内
容
だ
っ

た
。

　

あ
く
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
で
得
た
情
報
な
の

で
、
真
偽
の
ほ
ど
は
不
確

か
だ
が
、
た
し
か
に
思
い

返
す
と
近
年
の
ヒ
ッ
ト
し

て
い
る
曲
は
前
奏
部
が
短

い
、
も
し
く
は
全
く
な
い

と
い
う
曲
が

多
い
よ
う
に

感
じ
る
。

　

こ
の
話
題

を
見
た
と
き

に
私
が
思
い

だ
し
た
の
は
、
動
画
配
信

サ
ー
ビ
ス
上
で
人
気
を
得

て
い
た「
フ
ァ
ス
ト
映
画
」

と
い
う
コ
ン
テ
ン
ツ
だ
。

フ
ァ
ス
ト
映
画
と
は
、
特

定
の
映
画
の
ス
ト
ー
リ
ー

や
概
要
等
を
映
画
本
編
か

ら
主
要
な
シ
ー
ン
の
み
を

抜
き
出
し
て
説
明
し
、
通

常
で
あ
れ
ば
視
聴
に
少
な

く
と
も
１
時
間
以
上
は
要

す
る
映
画
視
聴
を
20
分
ほ

ど
で
完
了
す
る
こ
と
が
で

き
る
動
画
の
こ
と
だ
。
映

画
の
映
像
を
無
断
で
使
用

し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら

現
在
は
削
除
さ
れ
て
い
る

が
、
当
時
は
か
な
り
の
再

生
数
を
得
て
い
た
と
い
う
。

　

話
題
に
な
っ
て
い
た
当

時
、
人
づ
て
に
そ
の
動
画

が
人
気
を
博
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
て
違
和

感
を
覚
え
た
。
私
自
身
、

映
画
鑑
賞
は
趣
味
の
一
つ

で
週
末
に
は
何
か
し
ら
視

聴
し
て
い
る
。
私
は
映
画

の
魅
力
と
は
あ
く
ま
で
そ

の
映
画
の
世
界
観
に
入
り

込
む
こ
と
で
体
験
で
き
る

も
の
だ
と
考
え
て
い
て
、

重
要
な
シ
ー
ン
だ
け
を
切

り
取
っ
た
よ
う
な
動
画
で

そ
の
体
験
を
す
る
こ
と
は

難
し
い
だ
ろ
う
。
フ
ァ
ス

ト
映
画
を
楽
し
ん
で
い
た

人
た
ち
に
と
っ
て
は
そ
れ

で
問
題
な
い
の
だ
と
し
た

ら
、
そ
も
そ
も
映
画
の
楽

し
み
方
自
体
が
変
化
し
て

き
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
と
感
じ
た
。

　

こ
の
２
つ
の
話
題
か
ら

考
え
ら
れ
る
の
は
、
現
在

の
娯
楽
で
は
よ
り
具
体
的

で
、よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

よ
り
気
軽
に
楽
し
め
る
よ

う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
良
く

も
悪
く
も
好

ま
れ
て
い
く

傾
向
に
あ
る

と
い
う
こ
と

だ
。
少
し
寂

し
い
よ
う
な

気
も
す
る
が
、
ゆ
っ
く
り

時
間
を
か
け
て
楽
し
む
よ

う
な
娯
楽
は
、
検
索
す
れ

ば
す
ぐ
答
え
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
る
現
代
に
お

い
て
は
マ
ッ
チ
し
な
く
な

っ
て
き
て
い
る
の
か
も
し

れ
な
い
。　　
　
　
　
（
郡
）

変
　
　
化

　

花
王
は
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
、
Ｃ
Ｏ
２
の
「
リ
デ
ュ
ー
ス
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
と
「
リ
サ
イ
ク
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
事
業
活
動
に
伴

い
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
２
を
２
０
４
０
年
ま
で
に
ゼ
ロ
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
ネ
ガ
テ
ィ

ブ
を
目
指
す
。

ｅ
ｎ
ｔ
）
を
結
ぶ
こ
と
に
よ

っ
て
実
施
す
る
。
対
象
と
な

タ
ル
の
現
地

子
会
社
と

「
電
力
販
売

契
約
」（
Ｐ

ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 

Ｐ
ｕ
ｒ
ｃ
ｈ

ａ
ｓ
ｅ 

Ａ

ｇ
ｒ
ｅ
ｅ
ｍ

　

ユ
ニ
・
チ
ャ
ー
ム
は
、
中

国
の
天
津
工
場
、
江
蘇
工
場

に
４
月
中
旬
よ
り
再
生
可
能

電
力
を
導
入
し
た
。
こ
の
再
生
可
能

電
力
の
導
入
に
よ
り
、
天
津
・
江
蘇

の
２
工
場
で
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
年
間
で
約
９
３
０
０
ｔ

―
Ｃ
Ｏ
２
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

再
生
可
能
炭
素
由
来
の

原
料
に
置
き
換
え

合
計
で
約
20
万
ト
ン
の

二
酸
化
炭
素
排
出
を
削
減

ＢＡＳＦ ヘンケル

　

今
回
の
再
生
可
能
電
力
の

導
入
は
、
三
菱
Ｈ
Ｃ
キ
ャ
ピ

天津工場　　　　　　　江蘇工場

中
国
の
天
津・江
蘇
工
場
に

再
生
可
能
電
力
を
導
入

ユニ・チャーム

２０４０年カーボンゼロ、
２０５０年カーボンネガティブの実現へ

国内全ロジスティクス拠点で使用電力100％再生エネルギー化を実現

花 

王


